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LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
食の未来のために
「国消国産」をみんなで考える

晴
れ
び
と
！

甘
く
て
小
粒
な
作
州
栗

　大
き
な
特
産
品
に
育
て
た
い

2023

vo l .43
11

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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活
イ
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で
交
流

・
自
己
改
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実
践
中
！

　「ピ
オ
ー
ネ
着
色
対
策 

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
普
及
へ
」
　ほ
か

タ
マ
ネ
ギ

24610121418202224

勝田郡勝央町

コ
ロ
ッ
ケ

第
31
回 

倉
敷
青
空
市「
や
さ
い
畑
」

　
　
　
　
　
　
　
　／
倉
敷
市
西
中
新
田

食
の
未
来
の
た
め
に

「
国
消
国
産
」を
み
ん
な
で
考
え
る

旬
の
産
直
や
さ
い「
ダ
イ
コ
ン
」

ダ
イ
コ
ン
の
彩
り
き
ん
ぴ
ら

ここが好き！！
わが町 ふるさ

と
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勝
田
郡
勝
央
町

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

勝央町の大好きなところ
　私は５年生の時に転校してきました。だから、作州栗のこ
とを全然知りませんでした。でも、総合の時間に作州栗につ
いていろいろ教えてもらいました。作州栗には、一号・二号・
三号があることを初めて知りました。それぞれに特長がある
そうです。食べ比べてみたいと思いました。作州栗を食べた
友だちはみんな、「甘くておいしかった」と、言っていて、と
てもうらやましくなりました。いつか絶対食べてみたいです。
勝央町には、栗の他にもたくさんおいしいものがあります。
だから私は勝央町が大好きだし、勝央町のことをよく知らな
い人にも勝央町のことをたくさん知ってほしいです。大きく
なって、他の地域の人と友だちになったときに、勝央町の素
敵な場所や、おいしい食べ物をたくさん教えたいです。今回
栗の勉強をして、勝央町の好きなところが１つ増えてとてもう
れしかったです。

栗拾い
　私は、４年生の時に学校で勝央町の特産物について
勉強しました。勝央町は栗の栽培が有名だけど、私は
栗拾いをしたことがありませんでした。栗拾いの体験
に行くと、そこには何本もの大きな栗の木があり、た
くさんの栗が落ちていてびっくりしました。栗のイガは
とても痛かったので、中の栗を取ることができるか不
安だったけど、足や火箸を使って取ると上手に取れま
した。教えてくださった森本さんが焼き栗を作ってくれ
ました。食べると、甘くてとてもおいしかったです。お
いしい栗ができるには、天気も関係していて、育てる
のがとても大変だそうです。それでも、森本さんのよ
うに特産物を守っていこうとしている人がたくさんいま
す。勝央町には他にもいろいろな特産物があるので、
もっとたくさんの人に知ってもらいたいです。

勝央町立勝央北小学校

見
事
に
整
備
さ
れ
た
美
し
い
水
田
が
規
則
正
し
く
並
ぶ
勝
田
郡
勝

央
町
。
主
食
米
の
ほ
か
、
発
酵
粗
飼
料（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）、
黒
大
豆
な
ど

の
栽
培
で
水
田
を
有
効
に
利
用
し
、
四
季
折
々
に
、
美
し
い
農
の

風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
写
真
中
央
に
見
え
る
栗
の
木
も
早
い

品
種
か
ら
１
つ
ま
た
１
つ
と
実
を
落
と
し
、
深
ま
る
秋
に
彩
り
を

そ
え
て
い
ま
す
。
勝
央
町
立
勝
央
北
小
学
校
に
協
力
い
た
だ
き
、

地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

6 年生

藤原 良香 さん

5 年生

佐古 あいか さん
ふじわら りこ さこ

か
つ
た
ぐ
ん

し
ょ
う
お
う
ち
ょ
う

作
州
栗
生
産
者

森
本 

五
月
さ
ん
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て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
業
者
に
焼
き
栗
用
と
し
て
出
荷

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
で
も
機
械
を
使
っ
て
焼
き

栗
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
味
は
格
別
で
す
。

　
４
年
前
か
ら
は
地
元
の
小
学
校
の
児
童
を
受
け

入
れ
、
栗
拾
い
と
焼
き
栗
の
試
食
を
実
施
。
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　
こ
の
先
、
水
稲
栽
培
が
体
力
的
に
き
つ
く
な
っ
た

時
に
は
栗
を
主
体
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
年

明
け
に
は
新
た
に
40
㌃
の
畑
を
整
備
し
、
１
０
０
本

の
苗
木
を
植
え
る
予
定
で
す
。

　
地
産
地
消
に
貢
献
す
る
た
め
、
ま
ず
は
地
元
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
、「
作
州
栗
」を
も
っ
と
広
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
古
来
よ
り
栗
の
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
勝
央

町
。
約
40
年
前
に
植
え
た
中
国
栗
が
実
を
結

び
、
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種「
岡
山
甘
栗
」を

生
み
出
し
ま
し
た
。

　
軽
量
で
手
が
か
か
ら
ず
、
高
齢
者
も
取
り

組
み
や
す
い
こ
と
、
高
単
価
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ
は「
作
州
栗
®
」の
名
で
商
標

登
録
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
栽
培
推
進
、
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
町
で
土
木
・
建
設
業
、
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
営
む
森
本
五
月
さ
ん（
40
）は「
作
州

栗
」を
40
㌃
で
栽
培
。
10
月
初
旬
、
稲
刈
り

の
か
た
わ
ら
、
収
穫
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
勧
め
で
２
０
１
４
年
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
水
が
来
る
の
が
遅
い
田
ん
ぼ
に「
作
州
栗
」の
苗

木
を
植
え
付
け
。
栗
は
湿
害
に
弱
い
た
め
、
重
機

で
畝
を
高
く
盛
り
ま
し
た
。
ほ
場
の
草
刈
り
を
こ

ま
め
に
す
る
こ
と
で
除
草
剤
を
使
わ
ず
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
に
も
取
り
組
み
、
高
品
質
な
栗
の
出

荷
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
日
本
原
産
の
栗
よ
り
も
小
粒
で
甘
み
が
強
い
の
が

特
長
で
す
。
収
穫
し
て
か
ら
約
１
ヵ
月
、
低
温
で

貯
蔵
す
る
こ
と
で
追
熟
さ
せ
糖
度
を
上
げ
ま
す
。

　
従
来
の
栗
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
の
実
が
イ
ガ
か
ら

落
ち
る
の
で
、
取
り
出
す
手
間
が
少
な
く
て
す
む

こ
と
、
イ
ガ
の
密
度
が
高
く
、
虫
の
被
害
を
受
け

に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
取
り
組
む
生
産
者
が
増
え

栗
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

作
州
栗
の
特
性
は

お
い
し
い
食
べ
方
は

将
来
の
展
望
は

作州栗

甘くて小粒な作州栗
大きな特産品に育てたい

今月の
表紙

今年は好天に恵まれ、収量・品質
ともに期待を寄せる

販
売
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

不定期に県内各地のイベントで
作州栗の焼き栗を販売しています

晴れびと！

作州栗生産者
もりもと さつき

森本 五月さん（40）

4HAREBARE
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甘くて小粒な作州栗
大きな特産品に育てたい

今月の
表紙

今年は好天に恵まれ、収量・品質
ともに期待を寄せる

販
売
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

不定期に県内各地のイベントで
作州栗の焼き栗を販売しています

晴れびと！

作州栗生産者
もりもと さつき

森本 五月さん（40）
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「
国
消
国
産
」を

み
ん
な
で
考
え
る

こ
く

こ
く

さ
ん

し
ょ
う

食
の
未
来
の
た
め
に

　「国
消
国
産
」と
は
、「
国
」民
が「
消
」費
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の

「
国
」で
生「
産
」す
る
考
え
で
す
。
異
常
気
象
や
急
激
な
円
安
、
燃
料
価
格

の
高
騰
な
ど
の
影
響
で
食
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
食
卓
を
守
る
た
め
、
食
料
を
生
み
出
す
生
産
者
と
そ
れ
を
食
べ
る

消
費
者
が
力
を
合
わ
せ
、
み
ん
な
で「
国
消
国
産
」に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
２
０
２
０
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
大
流
行
で
世
界
中
が
マ
ス
ク
を

必
要
と
し
、
日
本
で
は
マ
ス
ク
が
不

足
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
マ
ス
ク
の

製
造
を
外
国
に
頼
っ
て
い
た
か
ら
。
も

し
こ
れ
が
食
料
だ
っ
た
ら
私
た
ち
の
生

活
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
日
本
で
農
業
を
す
る
人
の

約
70
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

毎
年
５
万
人
以
上
が
農
業
を
や
め
、

田
ん
ぼ
や
畑
の
面
積
も
こ
の
60
年
で

全
体
の
３
割
近
く
と
な
る
約
１
７
３

万
㌶
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
異

常
気
象
に
よ
る
大
雨
・
台
風
・

地
震
・
津
波
な
ど
の
自
然
災

害
が
増
え
、
農
業
に
も
大
き

な
影
響
が
で
て
い
ま
す
。
人

口
増
加
も
進
み
、
現
在
の

80
億
人
か
ら
２
０
３
０
年
に

は
約
85
億
人
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
全

員
が
食
べ
ら
れ
る
十
分
な
食
料
を
作

る
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
世
界

で
は
自
国
で
消
費
す
る
た
め
に
輸
出

を
控
え
る
な
ど
、
食
料
面
で
の
安
全

保
障
を
強
化
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
日
本
人
が
必

要
と
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
国
内

で
作
ろ
う
と
す
る「
国
消
国
産
」の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　「
食
料
自
給
率
」と
は
、
私
た
ち
が

日
々
食
べ
る
食
料
の
う
ち
、
日
本
で

生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
を
数
字
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
食
品
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
カ
ロ
リ
ー
）と
い
う
物
差
し
で
測
る
と

日
本
は
わ
ず
か
38
％
で
、
残
り
60
％

以
上
を
外
国
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
れ
は
先
進
国
の
中
で
も
最
低

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「おかやま産」を食べるといいこといっぱい

　「地産地消」は、「地域で生産された農畜産物をその地域で消費する」という考え方
です。「食料品売り場で地元産を選ぶ」 「外食でも地元産を使った店を選ぶ」など、
私たちのちょっとした行動が地元の農業生産を盛り上げます。各地の「地産地消」を
積み重ねることが「国消国産」につながります。

期間中、ＪＡ直売所に３回訪問で全国の農畜産物・加工
品が抽選で当たります。店内にあるキャンペーンポスター
の二次元コードを読み込んでスタンプをゲット。スタン
プは1日1つで、集める店舗は同じでも違ってもＯＫです。
さらに、オリジナルパッケージ米が当たるSNS投稿賞も
同時開催中です。

　「実りの秋」 「食欲の秋」といわれるように、秋はさまざまな食材が旬を迎え、直売
所にも新鮮な農産物が並びます。産地にも注目し、「国消国産」 「地産地消」を意
識してお気に入りを探してみませんか。

な
ぜ「
国
消
国
産
」が

必
要
な
の
？

日
本
の「
食
料
自
給
率
」を

知
っ
て
る
？

すぐできる！ 「地産地消」で「国消国産」

農業応援企画！LINE友だち限定の「お肉の大抽選会」を実施中！！詳しくはP23をご覧ください。

　いいこといっぱいの「国産」ですが、農業の現場では肥料・家畜のエサ・燃料などコストが上がり続けています。
一方で増えたコストが国産農畜産物の価格へ適正に反映できてない現状があります。このままだと日本で農
業を続けることができなくなるかもしれません。今、私たちにできることは「国産」を食べることではないでしょうか。

農業に必要な資材の価格は上昇、
でも「国産」農畜産物の価格は変わっていない！？

食欲の秋！直売所には
岡山の「おいしい」がいっぱい！

ＪＡ晴れの国岡山の直売所で新米を買って応募券を集め
よう!抽選で「おかやま和牛肉」や「美星満天豚®」などを
プレゼントします!

直売
所へ行こ

う！

直売所で買い物をしてキャンペーンに応募しよう！

10・11月は

月 間

▶
地
産
地
消
の
給
食
を
笑
顔
で
味
わ
う
児
童

▲旬の味覚を取り揃える直売所

詳しくはこちら！

詳しくはこちら！

、

直売所
へ行こ

う！

特集
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「　　　  」

　県内各地の地元生産者や女性部が講師となり、小学生や園児たちの田植え
や稲刈りなど米づくり体験に協力しています。
　8月下旬から順次稲刈りが始まり、収穫した米は、子どもたち自身が調理して
味わうほか、直売所での販売も体験します。米づくりを通し、農業や和食の魅力、
自然を守る田んぼに興味・関心を深めています。

実践！わたしたちの
「国消国産」の実現に向けて、管内各地で生産者・学校・地域・JAなどが手を取り合い
さまざまな取り組みを実践中！
1人1人の行動が日本の農業を守ります。

地元農家が協力　食の大切さ肌で感じる

　アスパラガスの根元の食品ロスをなくすため、くらしき作陽大学とＪＡが共
同研究に乗り出しました。栄養分析・レシピ・新商品の開発に３年がかり
で取り組み、学生のアイデアを生かした活用可能性の創出と消費拡大を進
めます。
　選果場で選別調製の際に切り落とす根元は皮が硬いため、一般的な調
理に向かず、日量約40kgを廃棄処分していました。
　課題解決に向け、大学内の商品開発交流センターに集積する専門性の
高い知識や技術で研究に取り組み、初年度は家庭向けの調理法を探ります。
　９月上旬には、ＪＡ役員が食文化学部の

きむら

木村 
よしのぶ

吉伸学部長らに研究のため
のアスパラガスを手渡し、「岡山の持続可能な食と農業の実現に向け有意
義に活用してほしい」と協力を求めました。

アスパラ根元活用で商品開発
作陽学園と共同研究

　奈義町の農業法人（株）ライスクロップ長尾は、ＪＡやＪＡ全農おかやまなどと連携し、家
畜の飼料に使う「子実用トウモロコシ」を栽培しています。高騰する輸入飼料への対策や
水田のフル活用に取り組もうと、昨年から実証を始めました。
　湿害や倒伏などにより10aあたりの収量が283kgにとどまった昨年の結果を踏まえ、
今季は品種や元肥などを変更し、播種を約１ヵ月早めました。目標の10aあたり550kgに
近い収量となりました。
　長尾隆大代表は「畜産農家の多い奈義町で、飼料高で苦しむ農家に少しでも貢献した
い」と展望。国産飼料の利用で国消国産を後押しし、自給率の向上を目指します。
※トウモロコシの子実の部分だけを収穫して乾燥し、飼料として利用する。

子実用トウモロコシ栽培実証

「津山のほほえみ」ブランド化
　津山地域ではJAや行政などが協力し、「地産地消」を進める転作作物として小麦を栽培しています。
　薄力粉用として「ふくほのか」、強力粉用として「せときらら」の２品種を「津山のほほえみ」と名付け
てブランド化。面積170haで500tを出荷し、産地振興を図っています。
　麦作経営者部会の芦田創部会長は「津山小麦は味があると言われる。天候を見ながら栽培暦
にそって作業し、評価の決め手となるタンパク含有量を増やして利用者からおいしいと言われる小麦
を作り、安定した生産につなげたい」と話します。

８月下旬に専用の器具を付けた
コンバインで刈取りを実施

　ＪＡ自車便を走らせる「晴ればれ直行便」は、産地と直売所をつなぎ、管内で生産した農産
物を管内で流通・消費する「地産地消」を推進しています。
　注文を受けてから精米所で白米に仕上げ、即日のうちに店頭に並べる「農協精米」。各地
の倉庫から運ばれたさまざまな銘柄品種の玄米を直売所で販売、精米する「つきたてお米市場」。
「つきたてほやほや」「鮮度の高い米」として付加価値をつけ、県産米のおいしさをPRしています。
12月末までは「うまいうまい新米キャンペーン」も開催し、販売を後押しします（P7参照）。
　「持続可能な食料供給」「持続可能な農業生産」の実現に向けた取り組みで、
「国消国産」にもつなげます。

鮮度抜群！岡山の米を運ぶ直行便
つ
き
た
て
の
お
い
し
さ
を
味
わ
え
る

「
農
協
精
米
」

安全安心な地元野菜を届ける
　早島町直売所の出荷者が組織する学校
給食部会は、タマネギを主力に、ジャガイモ・
キャベツ・ダイコンなど約４０品目の農産物を
地域の小・中学校３校の学校給食に出荷し
ています。
　食の安全安心を基本に栽培する農産物
は、農薬の使用を極力減らし、大きく育つ
ようにするなど、栽培管理に手間はかかりま
すが品質にこだわります。

やすはら

安原 
みのる

稔部会長は
「自分たちが育てた野菜が給食として喜んで
食べてもらえるのが励み」と話しました。

大学へ研究のためのアスパラガスを
手渡すＪＡ役員（右2人）

学校給食部会のメンバー

稲刈りを体験する児童

［材料／ 2人分］
・ご飯…2合
・油…大さじ2
・鶏肉（モモ）…1枚
・青じそ…20枚
・ミョウガ…2個
・味噌…100ｇ

・みりん…大さじ4
・サンショウ（粉末）…適量（お好みで）
・めんつゆ（薄めに希釈したもの）…200ｍｌ
・おろしショウガ…適量
・白いりゴマ…適量（お好みで）

「国消国産」レシピコンテスト

カリカリ焼きおにぎりの鶏味噌丼

特集

国消国産
子どもたちへつなぐ米づくり

食品ロスをゼロに

学校給食に地元産を

牛のエサを地元でまかなう

県産小麦で自給率アップ

地元米を安定供給

良質な小麦の安定生産に
挑戦しています

優秀賞
白米がモリモリ進む！
かんたん丼部門

すべての
入賞レシピの
詳細はこちらに
アクセス！

❶青じそとミョウガは千切りにする。
❷鶏肉は2～3㎝の角切りにし、フライパンで皮面
から焼き、火が通ったら味噌・みりんを入れて
炒めながら水分を飛ばす。
❸味噌が鶏肉に絡まったら、サンショウを振る。
❹フライパンで油を強火で熱し、好みの大きさに

握ったおにぎりをカリカリに焼く。
❺④を器に盛り、③と①をのせ、白いりゴマを振る。
❻お好みでおろしショウガを入れためんつゆをかけ
て完成。

食品ロス削減
で輸入量を減
らすことができ
るよ。目指せ自
給率アップ！

［つくりかた］

国内で自給できるお米を食べる

P10でも他のレシピを紹介しています

あしだ

しじつ

ながお たかとも

はじめ
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「　　　  」
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農
協
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米
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

タマネギ
貯蔵性が高く、連作できる

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

❶ 畑の準備 ❷ 植え付け

秋
冬
野
菜
の
栽
培
の
た
め

に
土
づ
く
り
。元
肥
を
散
布

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
と
も
に

学
校
の
敷
地
内
で
秋
冬
野
菜

の
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
！
９
月

の
授
業
の
様
子
を
お
届
け
し

ま
す
。

本葉２枚の頃、株元を押さえながら
３㎝間隔に間引く。

元肥が全体にいきわ
たるように耕します。

やまとぎ

❸ 追肥

畝にマルチを張りました。

❺ 収穫

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素を
バランスよく配合し、野菜の元肥・追肥
に幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

　または たまねぎ一発肥料
はやく効く化成肥料と緩やかに効果
が現れる肥料をバランスよくブレンド。
たまねぎ以外の野菜にも使えます。

野菜・果樹・花など幅広く使えます。高
成分なので少量投入で経済的です。

❹ 病害虫防除

秋まき栽培／極早生で11月上中旬、早生で11月中旬、中
生で11月中下旬、中晩生・晩生で11月下旬
を目安に苗を植える

冬どり栽培／極早生品種を用い、早春に種まきして直径
2.5㎝程度に肥大した小球を掘り取って貯蔵
し、秋に植え付けて冬に収穫する

植え付け時期

10㎡あたりの量

❷
化成肥料
14‐14‐14
1回に

300～400g

極早生・早生種の場合 中生・中晩生・晩生種の場合

使うのは❸

４月上旬から５月上旬に曇雨天が続くと、べと病が多発する。
葉に楕円形から不整型の黄色病斑を形成し、病斑部から折
れて垂れ下がる。年内に１回殺菌剤を散布しておき、3月に
冬期に病気にかかっている株（全身感染株）を抜き取り、３月
中旬頃から予防殺菌剤を散布する。

ＪＡに相談して病状に応じた適切な薬剤を選び、必ず商品の
ラベルや説明書に従い、適正に使う。

畑をよく観察し、胞子が出ているようであれば、
べと病に効果がある殺菌剤で徹底して防除する。

タマネギべと病の全身感染／写真提供＝岡山県病害虫防除所

１～２日天日干しした後、雨の当たらない場所でつり貯蔵や
コンテナ貯蔵により保管。

倒伏後１週間（首がやわらかくなった頃）を目安に、晴天の日を
見計らって収穫する。

葉が半乾きくらいに
なった頃、５～10
球ずつひもでしばり、
日のあたらない風通
しのよいところにつ
るす。

ベッド植えの場合

たけし

80～90㎝ 60㎝

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

堆肥
20～30㎏

石灰
１～２㎏

❶
野菜の肥料
1.5㎏

10㎡あたりの量

植え付け２週間前に15㎝ぐらいの深さに耕し込む。

■おすすめ資材

❸ジマンダイセン水和剤、プロポーズ顆粒水和剤、
　ランマンフロアブル、リドミルゴールドMZ

チェック
！

ソラからのアドバイス

秋まき栽培では、厳寒期の前に活着（=根
付かせること）させなければならないんだ。
１日の平均気温が５℃に低下する１ヵ月前

が植え付け時期となるから、寒冷地ほど早く植え
よう。冬期に土壌が乾燥すれば、暖かい日の午
前中にかん水してね。タマネギの根は、根系が
浅いので乾燥に弱く、水不足では球の肥大が悪
くなるから注意してね！

冬季に霜柱によって苗が浮き上がったり、冬季から春先にか
けて土が乾燥したりして、生育が劣ることがあるので、植え付
け後、モミガラまたは堆肥を条間や株間に散布する。黒色ポ
リフィルムマルチ栽培でもよい。これでも土が乾燥すれば、暖
かい日の午前中にたっぷりかん水する。

2.5㎝

植え付け適期の苗

株元の直径が10㎜以上の苗
は春先にとう立ちしやすい。

植え付けの深さは2.5㎝程度。
これより浅いと、冬季に土が凍結
することで、苗が浮き上がり、根
が切れたり乾燥したりして枯死す
る。逆に深いと球の肥大が劣る。

条間20～25㎝間隔に３～
４条、株間10～12㎝に植
え付ける。

10～12㎝

20～25㎝

25～30㎝

５～８㎜

葉の分岐点が埋ま
らないようにする。

１回目　12月下旬～１月上旬
止め肥　２月中旬

１回目　１月上旬
２回目　2月上旬
止め土　3月上旬

１月の追肥は根張りを促進し
て耐寒性や葉数の増加を図り、
肥効を高めてとう立ちを抑える
効果もある。

秋まき栽培では、早どり用の極早生・早生品種や、貯蔵向き
の中生・中晩生・晩生品種があります。用途に合わせて家庭
菜園で栽培を楽しみましょう。
また、中生～晩生品種では大
苗を植えると越冬するまでに株
が大きく育ちすぎ春先にトウ立
ちしやすくなるので、品種にあっ
た植え付け適期を守りましょう。

教えてくれるのは
この人！！

西部広域営農
経済センター

山砥　健

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！
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１～２日天日干しした後、雨の当たらない場所でつり貯蔵や
コンテナ貯蔵により保管。

倒伏後１週間（首がやわらかくなった頃）を目安に、晴天の日を
見計らって収穫する。

葉が半乾きくらいに
なった頃、５～10
球ずつひもでしばり、
日のあたらない風通
しのよいところにつ
るす。

ベッド植えの場合

たけし

80～90㎝ 60㎝

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

堆肥
20～30㎏

石灰
１～２㎏

❶
野菜の肥料
1.5㎏

10㎡あたりの量

植え付け２週間前に15㎝ぐらいの深さに耕し込む。

■おすすめ資材

❸ジマンダイセン水和剤、プロポーズ顆粒水和剤、
　ランマンフロアブル、リドミルゴールドMZ

チェック
！

ソラからのアドバイス

秋まき栽培では、厳寒期の前に活着（=根
付かせること）させなければならないんだ。
１日の平均気温が５℃に低下する１ヵ月前

が植え付け時期となるから、寒冷地ほど早く植え
よう。冬期に土壌が乾燥すれば、暖かい日の午
前中にかん水してね。タマネギの根は、根系が
浅いので乾燥に弱く、水不足では球の肥大が悪
くなるから注意してね！

冬季に霜柱によって苗が浮き上がったり、冬季から春先にか
けて土が乾燥したりして、生育が劣ることがあるので、植え付
け後、モミガラまたは堆肥を条間や株間に散布する。黒色ポ
リフィルムマルチ栽培でもよい。これでも土が乾燥すれば、暖
かい日の午前中にたっぷりかん水する。

2.5㎝

植え付け適期の苗

株元の直径が10㎜以上の苗
は春先にとう立ちしやすい。

植え付けの深さは2.5㎝程度。
これより浅いと、冬季に土が凍結
することで、苗が浮き上がり、根
が切れたり乾燥したりして枯死す
る。逆に深いと球の肥大が劣る。

条間20～25㎝間隔に３～
４条、株間10～12㎝に植
え付ける。

10～12㎝

20～25㎝

25～30㎝

５～８㎜

葉の分岐点が埋ま
らないようにする。

１回目　12月下旬～１月上旬
止め肥　２月中旬

１回目　１月上旬
２回目　2月上旬
止め土　3月上旬

１月の追肥は根張りを促進し
て耐寒性や葉数の増加を図り、
肥効を高めてとう立ちを抑える
効果もある。

秋まき栽培では、早どり用の極早生・早生品種や、貯蔵向き
の中生・中晩生・晩生品種があります。用途に合わせて家庭
菜園で栽培を楽しみましょう。
また、中生～晩生品種では大
苗を植えると越冬するまでに株
が大きく育ちすぎ春先にトウ立
ちしやすくなるので、品種にあっ
た植え付け適期を守りましょう。

教えてくれるのは
この人！！

西部広域営農
経済センター

山砥　健

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！
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Ｊ
Ａ
は
、
岡
山
と
倉
敷

の
地
方
新
農
業
経
営
者
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
・
む
ら

と
ま
ち
の
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
が
８
月

下
旬
に
倉
敷
市
で
開
い
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト「
農
家
に

恋
す
る
え
ん
む
す
日
」に
協
力
し
ま
し
た
。
男
性
農

業
者
と
県
内
外
か
ら
参
加
す
る
女
性
の
計
45
人
が

モ
モ
の
収
穫
体
験
や
ブ
ド
ウ
の
パ
フ
ェ
づ
く
り
な
ど

を
通
じ
て
親
交
を
深
め
、
９
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
食
を
支
え
る
農
業
者
の
想
い
や
苦
労

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
た
」

と
話
し
、
主
催
者
は「
異
性
と
出
会
い
が
少
な
い
農

家
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
、
農
業
や
産
地
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　JAは、農業資材の高
騰などで農業経営が厳
しい状況に直面している
として、１０月上旬まで
に１３市１０町２村へＪＡ
役員が出向き、支援を
要請しました。
　９月下旬には、内藤
敏男組合長らが倉敷市
を訪問し、伊東香織市長へ要望書を手渡しました。栽培で必
要なビニールが昨年度から３割ほど値上がりするなど、資材高
騰で困窮する現状を訴えました。内藤組合長は「農業経営は依
然、厳しい状況が続いている。持続して農業を行えるよう行政
と一体で支援し、食の安定供給に努めたい」と話しました。

　
特
産
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」を
直
売
し
、
満
奇
洞
の
入
場
券

を
配
る
な
ど
し
て
カ
ル
ス
ト
台
地
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

植
田
正
二
支
部
長
は「
各
組
織
や
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
再
開
で
き
た
。
大
勢
の
来
場
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ピ
オ
ー
ネ
や
満
奇
洞
を
楽
し
ん
で

阿
新
ぶ
ど
う
部
会
豊
永
支
部

　
Ｊ
Ａ
と
び
ほ
く
ぶ
ど
う
生
産
部
会
は
、「
ピ
オ
ー

ネ
」の
課
題
で
あ
る
着
色
不
良
の
対
策
を
含
め
た

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
高
級
ブ

ラ
ン
ド
産
地
の
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
品
質
向
上
の
た
め
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル「
ピ
オ
ー
ネ

虎
の
巻
」の
改
訂
を
重
ね
て
お
り
、
今
年
４
月
に
は

上
位
ブ
ラ
ン
ド「
美
王
®」「
美
王
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
出
荷

を
増
や
す
た
め
、
改
訂
版
を
全
会
員
に
配
布
。
優

良
事
例
の
紹
介
や
着
色
向
上
の
た
め
の
対
策
を
追

加
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
着
色
管
理
を
省
け
る「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」へ
の
改
植
が
す
す
み
、
黒
系
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー

ネ
」の
取
引
価
格
は
10
年
で
5
割
上
昇
。
び
ほ
く
地

区
で
は
生
産
量
が
減
り
高
値
と
な
っ
て
い
る「
ピ
オ
ー

ネ
」に
着
目
し
、
生
産
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ピ
オ
ー
ネ
着
色
対
策

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
普
及
へ

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

農家にモモの収穫の仕方を教えてもらう女性（左）

栽培マニュアルに沿って着色よく仕上がった「ピオーネ」

「
晴
れ
の
国

リ
ン
ド
ウ
記
念
日
」制
定

さ
ま
ざ
ま
シ
ー
ン
で

リ
ン
ド
ウ
を

　
白
石
島
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー「
し

ま
笑
み
」が
、
笠
岡
市
の「
認
知
症

の
人
に
も
や
さ
し
い
お
店
」の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
同
市
が
今
年
か
ら
始
め
た
取
り

組
み
で
、
働
き
手
が
認
知
症
を
理

解
し
、
誰
で
も
安
心
し
て
買
い
物

が
で
き
る
店
を
認
定
し
、
活
力
あ

る
社
会
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
食
品
や
日
用
品
を
取
り
揃
え
る

「
し
ま
笑
み
」は
、Ｊ
Ａ
の
旧
支
店

を
活
用
し
た
店
舗
で
、
買
い
物
し

や
す
い
よ
う
に
陳
列
棚
を
整
備
し
、

声
か
け
や
買
い
物
の
手
助
け
な
ど

接
客
へ
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
笠

岡
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
雅
浩

セ
ン
タ
ー
長
は「
島
の
ほ
と
ん
ど
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
協

力
し
、
住
民
を
支
え
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　９月上旬、農業まつり矢掛会場で小学生書道コンクールの表彰式を開きま
した。矢掛町内の小学生から１３８点が集まり、入賞者３３人を表彰しました。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
交
流

「
農
家
に
恋
す
る
え
ん
む
す
日
」

９月中旬に笠岡市役所で開かれた
認定式で認定証を受け取る伊藤センター長（右）

え

び
お
う

ないとう

としお

いとう かおり

ま
き
ど
う

う
え
だ

せ
い
じ

認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
店

白
石
島
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

矢掛農業まつりで
小学生書道コンクール

生産者が直接ブドウを販売しＰＲ（津山市）

実りの秋！
各地でイベント

　秋の実りと収穫への感謝を込め、各地で９月上旬からブドウや新米
などを即売しました。４年ぶりの再開となるイベントもあり、各会場と
も多彩な催しで組合員、地域住民とのふれあいを深めました。

　「ピオーネ」「シャインマスカット」などが売り場に彩りを
添えました。買い物客は味わいの特長を生産者に直接
聞くなどして品定めしました。

　岡山東女性部山陽支部は、地元産イチゴのスムー
ジーを商品化してフェア限定で販売しました。右遠皇子
支部長は「地元農産物を無駄なく使い、地域の農業を
盛り上げたい」と意気込みます。

　
井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
美
星
支
部
、

美
星
お
い
し
い
米
づ
く
り
の
会
な
ど
が

協
力
し
、
旬
の
秋
の
味
覚
や
切
り
花
、

ブ
ラ
ン
ド
豚「
美
星
満
天
豚
®」な
ど
を

集
め
、
市
内
外
の
来
場
者
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
女
性
客
は「
栽
培
環
境

を
肌
で
感
じ
ら
れ
、
農
家
の
顔
が
見
え
、

安
心
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。

新米をPRする美星おいしい米
づくりの会メンバーら（井原市）

ピオーネの販売応対に追われる生産者ら（井原市）

ピオーネを求め市内外から
来場者が訪れた（新見市）

人気の女性部コーナー（総社市）

女性部がイチゴのスムージーを販売（和気町）直売所店内に特産ブドウがずらりと並ぶ（和気町）

直売所に多彩なブドウ
津山ぶどう部会

　岡山西女性部吉備路ブロックは、地域の味を受
け継ぐ山菜おこわや巻きずし、特産モモのシロップ
漬けを使用したゼリーやジュースを販売しました。
来場者は「地元産のよさを改めて知る機会になっ
た」と話しました。

ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
る

　
吉
備
路
感
謝
祭
で
女
性
部

「
美
星
満
天
豚
®
」

新
米「
星
む
す
め
®
」も

美
星
ピ
オ
ー
ネ
ま
つ
り

おいしさいろいろ、スムージーも
百菜市場和気店でフルーツフェア

　９月下旬、東京都千代田区のＪＡ
共済ビルで開かれたマルシェに矢掛
町の農産物が並び、人気を集めま
した。ブドウ・アスパラガス・特産
加工品の他、ＪＡと同町が栽培に力
を入れるズッキーニやビステッカ・ス
ペリオーレ（ナス）といったイタリア野
菜など約６０品目。山部慎一専務ら
ＪＡ役職員も出向いてＰＲしました。
近隣住民や会社員など多くの来場
者で、商品は1時間半ほどで完売し
ました。商品を買い求める来場者（左）

矢掛の
イタリア野菜など
マルシェでPR

伊東市長に要望書を手渡す内藤組合長（右）

資材高騰で
13市10町2村へ支援要請

表
彰
を
受
け
る
児
童

い
と
う
ま
さ
ひ
ろ

うどう きみこ

やまべ しんいち
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栽培マニュアルに沿って着色よく仕上がった「ピオーネ」

「
晴
れ
の
国

リ
ン
ド
ウ
記
念
日
」制
定

さ
ま
ざ
ま
シ
ー
ン
で

リ
ン
ド
ウ
を

　
白
石
島
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー「
し

ま
笑
み
」が
、
笠
岡
市
の「
認
知
症

の
人
に
も
や
さ
し
い
お
店
」の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
同
市
が
今
年
か
ら
始
め
た
取
り

組
み
で
、
働
き
手
が
認
知
症
を
理

解
し
、
誰
で
も
安
心
し
て
買
い
物

が
で
き
る
店
を
認
定
し
、
活
力
あ

る
社
会
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
食
品
や
日
用
品
を
取
り
揃
え
る

「
し
ま
笑
み
」は
、Ｊ
Ａ
の
旧
支
店

を
活
用
し
た
店
舗
で
、
買
い
物
し

や
す
い
よ
う
に
陳
列
棚
を
整
備
し
、

声
か
け
や
買
い
物
の
手
助
け
な
ど

接
客
へ
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
笠

岡
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
雅
浩

セ
ン
タ
ー
長
は「
島
の
ほ
と
ん
ど
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
協

力
し
、
住
民
を
支
え
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　９月上旬、農業まつり矢掛会場で小学生書道コンクールの表彰式を開きま
した。矢掛町内の小学生から１３８点が集まり、入賞者３３人を表彰しました。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
交
流

「
農
家
に
恋
す
る
え
ん
む
す
日
」

９月中旬に笠岡市役所で開かれた
認定式で認定証を受け取る伊藤センター長（右）

え

び
お
う

ないとう

としお

いとう かおり

ま
き
ど
う

う
え
だ

せ
い
じ

認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
店

白
石
島
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

矢掛農業まつりで
小学生書道コンクール

生産者が直接ブドウを販売しＰＲ（津山市）

実りの秋！
各地でイベント

　秋の実りと収穫への感謝を込め、各地で９月上旬からブドウや新米
などを即売しました。４年ぶりの再開となるイベントもあり、各会場と
も多彩な催しで組合員、地域住民とのふれあいを深めました。

　「ピオーネ」「シャインマスカット」などが売り場に彩りを
添えました。買い物客は味わいの特長を生産者に直接
聞くなどして品定めしました。

　岡山東女性部山陽支部は、地元産イチゴのスムー
ジーを商品化してフェア限定で販売しました。右遠皇子
支部長は「地元農産物を無駄なく使い、地域の農業を
盛り上げたい」と意気込みます。

　
井
原
市
ぶ
ど
う
部
会
美
星
支
部
、

美
星
お
い
し
い
米
づ
く
り
の
会
な
ど
が

協
力
し
、
旬
の
秋
の
味
覚
や
切
り
花
、

ブ
ラ
ン
ド
豚「
美
星
満
天
豚
®」な
ど
を

集
め
、
市
内
外
の
来
場
者
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
女
性
客
は「
栽
培
環
境

を
肌
で
感
じ
ら
れ
、
農
家
の
顔
が
見
え
、

安
心
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。

新米をPRする美星おいしい米
づくりの会メンバーら（井原市）

ピオーネの販売応対に追われる生産者ら（井原市）

ピオーネを求め市内外から
来場者が訪れた（新見市）

人気の女性部コーナー（総社市）

女性部がイチゴのスムージーを販売（和気町）直売所店内に特産ブドウがずらりと並ぶ（和気町）

直売所に多彩なブドウ
津山ぶどう部会

　岡山西女性部吉備路ブロックは、地域の味を受
け継ぐ山菜おこわや巻きずし、特産モモのシロップ
漬けを使用したゼリーやジュースを販売しました。
来場者は「地元産のよさを改めて知る機会になっ
た」と話しました。

ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
る

　
吉
備
路
感
謝
祭
で
女
性
部

「
美
星
満
天
豚
®
」

新
米「
星
む
す
め
®
」も

美
星
ピ
オ
ー
ネ
ま
つ
り

おいしさいろいろ、スムージーも
百菜市場和気店でフルーツフェア

　９月下旬、東京都千代田区のＪＡ
共済ビルで開かれたマルシェに矢掛
町の農産物が並び、人気を集めま
した。ブドウ・アスパラガス・特産
加工品の他、ＪＡと同町が栽培に力
を入れるズッキーニやビステッカ・ス
ペリオーレ（ナス）といったイタリア野
菜など約６０品目。山部慎一専務ら
ＪＡ役職員も出向いてＰＲしました。
近隣住民や会社員など多くの来場
者で、商品は1時間半ほどで完売し
ました。商品を買い求める来場者（左）

矢掛の
イタリア野菜など
マルシェでPR

伊東市長に要望書を手渡す内藤組合長（右）

資材高騰で
13市10町2村へ支援要請

表
彰
を
受
け
る
児
童

い
と
う
ま
さ
ひ
ろ

うどう きみこ

やまべ しんいち
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Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
ト

マ
ト
委
員
会
は
９
月
上
旬
、
農

業
祭
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
し
、

特
産
の
桃
太
郎
ト
マ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
完
熟
の
桃
太
郎
ト
マ

ト
２
切
れ
と「
美
星
満
天
豚
®
」の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
１
本
を
パ
ン
に

は
さ
み
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
桃
太

郎
ト
マ
ト
の
万
能
ソ
ー
ス（
萬
麺

の
恵
味
）」を
使
用
。
ト
マ
ト
風
味
が
強
い
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
来
店
客
に
は
ト
マ
ト
２
玉
を
無
料
で
配
り
、
来

場
者
は「
桃
太
郎
ト
マ
ト
が
こ
れ
だ
け
使
用
さ
れ
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
は
初
め
て
。
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」と
ソ
ー
ス
も
同
時
に
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
岡
山
東
統
括
本
部
は
９
月
中
旬
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
共
進
会（
２
回
目
）を
開
き
ま
し
た
。
21

点
が
集
ま
り
、
房
型
・
粒
ぞ
ろ
い
・
食
味
な
ど
を

審
査
。
６
点
が
入
賞
し
、
最
優
秀
賞
と
な
る
岡
山

県
備
前
県
民
局
長
賞
に
岡
山
市
の
杉
本
美
貴
恵

さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　
露
地
栽
培
の
収
穫
期
に
好
天
が
続
き
、
共
進

会
に
は
最
高
糖
度
20
度
と
甘
く
食
味
良
好
な
も

の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
は「
共
進
会
を
通
し
て

生
産
意
欲
と
栽
培
技
術
の
向
上
を

目
指
し
、
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
を
出
荷

し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
共
進
会
は
３
回
開
催
し
、
12
月

に
表
彰
予
定
で
す
。

　２０２３年度岡山県ＪＡ青年の主張・ＪＡ
青壮年組織活動実績発表大会でＪＡ青年
の主張の最優秀賞につやま青壮年部西部
支部の大谷透さんが輝きました。「最高の
『普通』を目指して」と題して発表。「普通」
という言葉を足場にして、未来への展望を
感じさせる内容が評価されました。11月中
旬に広島県である中国・四国地区大会に
県代表として出場します。
　ＪＡ岡山県青壮年部協議会の赤松英雄
会長は「自分の思いや目標を発表すること
で自分も仲間もがんばろうという気持ちに
なれる」と意義を話します。

　備前市イチジク部会が栽培する西洋イチジク
「桝井ドーフィン」。日照りや乾燥などの影響で木
が弱るなど栽培に苦労しましたが、徹底した管
理と収穫期の好天で色づきもよく高糖度に仕上
がり、１０月まで岡山・備前の市場へ出荷しました。
久本菊実部会長は「仕上がりは例年以上。色ツ
ヤよく甘いイチジクができた」と自信を見せました。

　県内有数の日本イチジク「蓬莱柿」の産
地、笠岡市で９月中旬に開いた共励会で
は玉揃いや糖度、着色などを審査し、笠
岡市長賞に伏見悟さんが輝きました。加温
栽培イチジクが５月中旬から出回り、ハウ
スの無加温、露地栽培へと移り９月に最盛
期を迎えました。

　勝英地区の農家４０戸が３haで早生品種のエダマ
メ「岡山SYB１号」を栽培しています。ブランド化する
黒大豆「作州黒®」を親に持つ県の育成品種で、多収
性で作りやすく、栗のような甘みや食感が魅力。今季
は実太りが遅れたものの、９月の降雨で一気に生育
が進みました。
　「岡山SYB１号」は９月下旬まで、その後「作州黒」
の枝豆を１０月上旬から下旬まで岡山・大阪・東京
の市場へ出荷。勝央アグリセンターでも販売しています。

　
高
梁
市
の
び
ほ
く
花
木
生
産

部
会
は
、
花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
県

内
唯
一
の
生
産
地
と
し
て
11
人
が

栽
培
し
て
い
ま
す
。
10
月
中
旬

ま
で
、
直
売
所
の
ほ
か
、
関
東

市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　
植
え
付
け
に
多
少
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
軽
量
で
出
荷
も

し
や
す
く
、
部
会
員
の
小
見
山

賢
二
さ
ん
は「
高
齢
者
で
も
始
め

ら
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
生
産
者
を
増
や
し
た
い
」と
力

を
込
め
ま
す
。
小
見
山
さ
ん
の
母
、

加
代
さ
ん（
101
）は
、
天
井
か
ら

吊
る
し
た
花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
葉
を
、

１
枚
ず
つ
ハ
サ
ミ
で
摘
み
取
る
作

業
を
毎
日
手
伝
い「
私
の
や
り
が

い
、
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　真庭女性部は、地域と一体で
住みよい地域づくりを目指してさま
ざまな活動を行っています。
　真庭市や同市社会福祉協議会、
生活支援コーディネーターなどが介
護予防を目的に始めた集いの場
「楽楽ひろば」を引き継ぎ、月に２
回活動を楽しんでいます。先日は
新聞紙を使った、畑や屋外で遠
慮なく使える使い捨ての座布団を

作りました。
　新聞紙エコバッグづくりも活動の
１つ。市のイベントで、買い物客に
「ひるぜん大根」や白ネギを入れて
手渡し、好評でした。１つ１つの活
動がＳＤＧｓや地域の活性化につな
がっていくといいなと思っています。

　笠岡諸島のひとつ真鍋島でゴーヤを今年から栽培してい
ます。
　借りた畑地を整備し、さまざまな野菜を作っていたところ、
ＪＡから声かけがあり、ゴーヤの栽培を始めました。真鍋のゴー
ヤは濃い緑色で、どっしりとして大きいのが特長です。ゴー
ヤの作業は夏が本番。連日の作業は大変ですが、先輩生
産者からアドバイスをもらいながら楽しく栽培しています。
　私は、さわやかな苦みのこのゴーヤのファンです。大好き
なゴーヤを多くの人に食べてもらいたい。島の人たちのやさ
しさに触れ、島特産品の新たな担い手として毎年おいしい
ゴーヤを育てることで、みなさんにお返ししていきたいです。ここから

簡単アクセス！

プチプチ食感が人気
秋の味覚イチジク各地で

花トウガラシ出荷順調
１０１歳の仕事人も生きがい

Vol.19

初めての収穫。
農業の楽しさを感じています

作業の
１コマ

ひさもと

す
ぎ
も
と

み
き
え

ふしみ

ほうらいし

さとる

きくみ

ますい

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

「高齢者の生きがいづくりにもなる」と加代さんの
葉摘み作業を見守る賢二さん（右）

真庭女性部

よしおか りょうこ
部長

吉岡 良子さん

シャイン共進会
糖度20度超も

青
壮
年
部
の
活
動
発
表

最
優
秀
に
大
谷
さ
ん（
津
山
）

あべ さちこ
真鍋島ゴーヤ生産者

阿部 幸子さん（66）

日本イチジクの共励会

早
採
り
エ
ダ
マ
メ

「
岡
山
Ｓ
Ｙ
Ｂ
１
号
」出
荷

桃太郎トマトＰＲ
キッチンカー出店

シャインマスカットの外観を
確認する審査員

「岡山ＳＹＢ１号」の出来を
確認する生産者

キッチンカーで桃太郎トマトを
売り込む職員（左）

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
谷
さ
ん（
左
）リレー出荷が始まった白ネギ

　新見市・津山市・真庭市それぞれの畜産共進会
（選抜会）に肉用牛の精鋭が揃いました。子牛・成牛・
経産牛・繁殖牛の各区分で体形や資質・品位・発
育ぶりなどを審査。県畜産共進会の出場をかけて日
頃の飼養管理や改良の成果を示しました。飼料や
燃料の高騰、子牛相場の低迷が続く中、繁殖農家
らはこれまでの努力をアピールし、和牛の安定供給
に向けて生産の機運を高めました。

農家のひとこと
●「逆境を乗り切る契機にしよう」
新見市和牛改良組合　江田英明組合長

●「市場のニーズに合った良い
牛を生産していこう」

　真庭和牛改良組合　石原基好組合長

●「産地には若い人が少ないので
元気な子牛を育てて貢献したい」
　（有）哲多和牛牧場　柏本泰輔さん

●「一生懸命育てているので牛
肉を食べて応援してほしい」
　（有）哲多和牛牧場　讃井理紗さん

●「県の共進会に向けて頑張っ
て調教したい」

　津山市　内田健治さん

和
牛
を
応
援
し
て

各
地
で
畜
産
共
進
会

県
共
進
会
の
代
表
牛
を

選
ぶ
審
査（
真
庭
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
喜
ぶ（
有
）哲
多
和
牛
牧

場
の
讃
井
さ
ん（
新
見
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
た
内
田
さ
ん
飼
育
の

「
は
な
や
は
く
ほ
う
」（
津
山
）

真
庭
で
白
ネ
ギ
出
荷

寒
暖
差
で
甘
く
風
味
よ
く

　
真
庭
市
蒜
山
地
区
で
白
ネ
ギ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
朝
晩
の
寒
暖
差
を
い
か
し
、
甘
く
風
味
よ
く
育

て
て
い
ま
す
。
夏
の
猛
暑
の
影
響
も
少
な
く
、
上
々
の

仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
下
最
大
と
な
る
78
戸
、
14・７
㌶
で
栽
培
し
、
地

南
部
か
ら
北
部
へ
リ
レ
ー
し
な
が
ら
２
月
末
ま
で
出
荷

が
続
き
ま
す
。

えだ ひであき

いしはら

かしもと

さない りさ

たいすけ

もとよし

うちだ けんじ

こ
み
や
ま

か
よ

け
ん
じ

おおたにとおる

あかまつ ひでお

選果場に次 と々運び込まれる
西洋イチジク

え
み

ま
ん
め
ん
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Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
ト

マ
ト
委
員
会
は
９
月
上
旬
、
農

業
祭
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
し
、

特
産
の
桃
太
郎
ト
マ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
完
熟
の
桃
太
郎
ト
マ

ト
２
切
れ
と「
美
星
満
天
豚
®
」の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
１
本
を
パ
ン
に

は
さ
み
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
桃
太

郎
ト
マ
ト
の
万
能
ソ
ー
ス（
萬
麺

の
恵
味
）」を
使
用
。
ト
マ
ト
風
味
が
強
い
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
来
店
客
に
は
ト
マ
ト
２
玉
を
無
料
で
配
り
、
来

場
者
は「
桃
太
郎
ト
マ
ト
が
こ
れ
だ
け
使
用
さ
れ
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
は
初
め
て
。
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」と
ソ
ー
ス
も
同
時
に
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
岡
山
東
統
括
本
部
は
９
月
中
旬
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
共
進
会（
２
回
目
）を
開
き
ま
し
た
。
21

点
が
集
ま
り
、
房
型
・
粒
ぞ
ろ
い
・
食
味
な
ど
を

審
査
。
６
点
が
入
賞
し
、
最
優
秀
賞
と
な
る
岡
山

県
備
前
県
民
局
長
賞
に
岡
山
市
の
杉
本
美
貴
恵

さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　
露
地
栽
培
の
収
穫
期
に
好
天
が
続
き
、
共
進

会
に
は
最
高
糖
度
20
度
と
甘
く
食
味
良
好
な
も

の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
は「
共
進
会
を
通
し
て

生
産
意
欲
と
栽
培
技
術
の
向
上
を

目
指
し
、
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
を
出
荷

し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
共
進
会
は
３
回
開
催
し
、
12
月

に
表
彰
予
定
で
す
。

　２０２３年度岡山県ＪＡ青年の主張・ＪＡ
青壮年組織活動実績発表大会でＪＡ青年
の主張の最優秀賞につやま青壮年部西部
支部の大谷透さんが輝きました。「最高の
『普通』を目指して」と題して発表。「普通」
という言葉を足場にして、未来への展望を
感じさせる内容が評価されました。11月中
旬に広島県である中国・四国地区大会に
県代表として出場します。
　ＪＡ岡山県青壮年部協議会の赤松英雄
会長は「自分の思いや目標を発表すること
で自分も仲間もがんばろうという気持ちに
なれる」と意義を話します。

　備前市イチジク部会が栽培する西洋イチジク
「桝井ドーフィン」。日照りや乾燥などの影響で木
が弱るなど栽培に苦労しましたが、徹底した管
理と収穫期の好天で色づきもよく高糖度に仕上
がり、１０月まで岡山・備前の市場へ出荷しました。
久本菊実部会長は「仕上がりは例年以上。色ツ
ヤよく甘いイチジクができた」と自信を見せました。

　県内有数の日本イチジク「蓬莱柿」の産
地、笠岡市で９月中旬に開いた共励会で
は玉揃いや糖度、着色などを審査し、笠
岡市長賞に伏見悟さんが輝きました。加温
栽培イチジクが５月中旬から出回り、ハウ
スの無加温、露地栽培へと移り９月に最盛
期を迎えました。

　勝英地区の農家４０戸が３haで早生品種のエダマ
メ「岡山SYB１号」を栽培しています。ブランド化する
黒大豆「作州黒®」を親に持つ県の育成品種で、多収
性で作りやすく、栗のような甘みや食感が魅力。今季
は実太りが遅れたものの、９月の降雨で一気に生育
が進みました。
　「岡山SYB１号」は９月下旬まで、その後「作州黒」
の枝豆を１０月上旬から下旬まで岡山・大阪・東京
の市場へ出荷。勝央アグリセンターでも販売しています。

　
高
梁
市
の
び
ほ
く
花
木
生
産

部
会
は
、
花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
県

内
唯
一
の
生
産
地
と
し
て
11
人
が

栽
培
し
て
い
ま
す
。
10
月
中
旬

ま
で
、
直
売
所
の
ほ
か
、
関
東

市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　
植
え
付
け
に
多
少
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
軽
量
で
出
荷
も

し
や
す
く
、
部
会
員
の
小
見
山

賢
二
さ
ん
は「
高
齢
者
で
も
始
め

ら
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
生
産
者
を
増
や
し
た
い
」と
力

を
込
め
ま
す
。
小
見
山
さ
ん
の
母
、

加
代
さ
ん（
101
）は
、
天
井
か
ら

吊
る
し
た
花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
葉
を
、

１
枚
ず
つ
ハ
サ
ミ
で
摘
み
取
る
作

業
を
毎
日
手
伝
い「
私
の
や
り
が

い
、
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　真庭女性部は、地域と一体で
住みよい地域づくりを目指してさま
ざまな活動を行っています。
　真庭市や同市社会福祉協議会、
生活支援コーディネーターなどが介
護予防を目的に始めた集いの場
「楽楽ひろば」を引き継ぎ、月に２
回活動を楽しんでいます。先日は
新聞紙を使った、畑や屋外で遠
慮なく使える使い捨ての座布団を

作りました。
　新聞紙エコバッグづくりも活動の
１つ。市のイベントで、買い物客に
「ひるぜん大根」や白ネギを入れて
手渡し、好評でした。１つ１つの活
動がＳＤＧｓや地域の活性化につな
がっていくといいなと思っています。

　笠岡諸島のひとつ真鍋島でゴーヤを今年から栽培してい
ます。
　借りた畑地を整備し、さまざまな野菜を作っていたところ、
ＪＡから声かけがあり、ゴーヤの栽培を始めました。真鍋のゴー
ヤは濃い緑色で、どっしりとして大きいのが特長です。ゴー
ヤの作業は夏が本番。連日の作業は大変ですが、先輩生
産者からアドバイスをもらいながら楽しく栽培しています。
　私は、さわやかな苦みのこのゴーヤのファンです。大好き
なゴーヤを多くの人に食べてもらいたい。島の人たちのやさ
しさに触れ、島特産品の新たな担い手として毎年おいしい
ゴーヤを育てることで、みなさんにお返ししていきたいです。ここから

簡単アクセス！

プチプチ食感が人気
秋の味覚イチジク各地で

花トウガラシ出荷順調
１０１歳の仕事人も生きがい

Vol.19

初めての収穫。
農業の楽しさを感じています

作業の
１コマ

ひさもと

す
ぎ
も
と

み
き
え

ふしみ

ほうらいし

さとる

きくみ

ますい

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

「高齢者の生きがいづくりにもなる」と加代さんの
葉摘み作業を見守る賢二さん（右）

真庭女性部

よしおか りょうこ
部長

吉岡 良子さん

シャイン共進会
糖度20度超も

青
壮
年
部
の
活
動
発
表

最
優
秀
に
大
谷
さ
ん（
津
山
）

あべ さちこ
真鍋島ゴーヤ生産者

阿部 幸子さん（66）

日本イチジクの共励会

早
採
り
エ
ダ
マ
メ

「
岡
山
Ｓ
Ｙ
Ｂ
１
号
」出
荷

桃太郎トマトＰＲ
キッチンカー出店

シャインマスカットの外観を
確認する審査員

「岡山ＳＹＢ１号」の出来を
確認する生産者

キッチンカーで桃太郎トマトを
売り込む職員（左）

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
谷
さ
ん（
左
）リレー出荷が始まった白ネギ

　新見市・津山市・真庭市それぞれの畜産共進会
（選抜会）に肉用牛の精鋭が揃いました。子牛・成牛・
経産牛・繁殖牛の各区分で体形や資質・品位・発
育ぶりなどを審査。県畜産共進会の出場をかけて日
頃の飼養管理や改良の成果を示しました。飼料や
燃料の高騰、子牛相場の低迷が続く中、繁殖農家
らはこれまでの努力をアピールし、和牛の安定供給
に向けて生産の機運を高めました。

農家のひとこと
●「逆境を乗り切る契機にしよう」
新見市和牛改良組合　江田英明組合長

●「市場のニーズに合った良い
牛を生産していこう」

　真庭和牛改良組合　石原基好組合長

●「産地には若い人が少ないので
元気な子牛を育てて貢献したい」
　（有）哲多和牛牧場　柏本泰輔さん

●「一生懸命育てているので牛
肉を食べて応援してほしい」
　（有）哲多和牛牧場　讃井理紗さん

●「県の共進会に向けて頑張っ
て調教したい」

　津山市　内田健治さん

和
牛
を
応
援
し
て

各
地
で
畜
産
共
進
会

県
共
進
会
の
代
表
牛
を

選
ぶ
審
査（
真
庭
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
喜
ぶ（
有
）哲
多
和
牛
牧

場
の
讃
井
さ
ん（
新
見
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
た
内
田
さ
ん
飼
育
の

「
は
な
や
は
く
ほ
う
」（
津
山
）

真
庭
で
白
ネ
ギ
出
荷

寒
暖
差
で
甘
く
風
味
よ
く

　
真
庭
市
蒜
山
地
区
で
白
ネ
ギ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
朝
晩
の
寒
暖
差
を
い
か
し
、
甘
く
風
味
よ
く
育

て
て
い
ま
す
。
夏
の
猛
暑
の
影
響
も
少
な
く
、
上
々
の

仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
下
最
大
と
な
る
78
戸
、
14・７
㌶
で
栽
培
し
、
地

南
部
か
ら
北
部
へ
リ
レ
ー
し
な
が
ら
２
月
末
ま
で
出
荷

が
続
き
ま
す
。

えだ ひであき

いしはら

かしもと

さない りさ

たいすけ

もとよし

うちだ けんじ

こ
み
や
ま

か
よ

け
ん
じ

おおたにとおる

あかまつ ひでお

選果場に次 と々運び込まれる
西洋イチジク

え
み

ま
ん
め
ん
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

田
も
畑
も
　
猛
暑
に
耐
え
て
　
稔
る
秋

万
代
　
芙
美
子 

さ
ん

鉄
柵
の
　
根
際
で
瓜
坊
　
運
動
会

松
原
　
文
子 

さ
ん

新
米
が
　
出
来
て
ま
だ
あ
る
　
前
年
米

柴
田
　
誠 
さ
ん

彼
岸
花
　
行
く
道
照
ら
す
　
墓
ま
い
り

た
め
し 

さ
ん

イ
ン
ボ
イ
ス 

何
度
や
っ
て
も 

差
し
戻
し

ベ
ー
コ
ン 

さ
ん

観
月
に
　
お
団
子
食
べ
て
　
月
明
か
り

か
お
る
ん 

さ
ん

秋
来
ぬ
と
　
草
も
元
気
に
　
伸
び
て
ま
す

み
っ
ち
ゃ
ん

准組合員参加企画

勝英畜産物フェア

勝英地域畜産共進会

笠岡女性部陶山地区
食育活動

すやま

地
元
生
産
者
さ
ん
と
栽
培
し
て
い

る
校
庭
の「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」が
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
！

ス
マ
ー
ト
農
業
を
学
ん

だ
よ
！
ト
ラ
ク
タ
ー
が

自
動
で
進
む
ん
だ
！

「きらり」で買った食材で
作りました！

大地震の揺れを体験！
日頃から備えたいです

学校の改編で、この校
舎で

栽培するのは最後です

家族で育てる子牛を
みんなに見てもらったよ！

町
内
の
小
中
学
校
に

ブ
ド
ウ
を
贈
り
ま
し
た
！

野菜たっぷりで
大人気の焼きそば！！

津山市立河辺小学校児童クラブ

矢掛宿場の
青空市「きらり」
料理教室

津山市立西小学校
津山ぶどう部会

新見市立新見南小学校５年生
稲刈り

久米南町立久米南中学校
久米南ぶどう部会

吉備路もも出荷組合 鏡野町立鶴喜小学校
ブロッコリー植え付け

真庭高校久世校地生物生産科
フルーツパプリカ「ぱぷ丸」栽培

岡山東女性部吉永支部
防災講習会

国分寺保育園

津山女性部
鏡野町産業まつり

中央支店の協同活動びほく女性部川上支部手芸教室

びほく女性部北房支部手芸教室
ＪＡpresents久米チャレンジカップ
ソフトボール交歓会（津山統括本部管内）

赤磐市立山陽小学校

あぐりにこにこスクール
真庭統括本部

３種類のおむすびを作ったよ！

種まきから販
売まで

米づくりの苦
労や喜びを勉

強中！

収穫が楽しみ♪

優勝した弥生スポーツ少年団
生産者の畑で
お気に入りの
ブドウを

もらいました！

中央ぶどう部会の即売会で
かき氷を無料配布しました手芸用粘土でバラを作って

ブローチにしました！

ペットボトルを使って、
鳥とモグラ被害を防ぐ

風車づくりに挑戦しました！

津
山
ぶ
ど
う
部
会
設
立
20

周
年
記
念
で
、ブ
ド
ウ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
！

修
学
旅
行
で
高
知
県
の
小
学
生

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　待
ち
に
待
っ
た「
食
欲
の
秋
」

「
新
米
の
季
節
」の
到
来
で
す
。

実
り
の
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、

健
康
な
体
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
毎
食
、
炭
水
化
物
を
食
べ
る

　体
重
の
増
加
を
防
ぎ
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
は
体
温
の
上
昇
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
米
・
パ

ン
・
麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

敵
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
活
動
す
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

特
に
米
は
日
本
人
が
古
来
よ
り
主
食
と
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、「
お
米
か
ら
は
ゴ
ミ
が
で

な
い
！
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ぬ
か
・
ワ
ラ
・

も
み
な
ど
す
べ
て
利
活
用
さ
れ
る
ほ
ど
優
秀

な
農
産
物
で
も
あ
る
の
で
す
。

②
旬
の
野
菜
を
取
り
入
れ
る

　栽
培
技
術
の
進
歩
に
よ
り
年
間
を
通
し
て

食
材
が
手
に
入
る
世
の
中
で
す
が
、
ど
の
季

節
も
旬
の
野
菜
は
最
も
栄
養
価
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秋
が
旬
の
カ
ボ
チ
ャ
や

レ
ン
コ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

最
初
に
そ
れ
ら
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
血

糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぎ
、
体
重
増
加
に
つ
な

が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　新
米
は
、
お
に
ぎ
り
や
炊
き
込
み
ご
飯
、

野
菜
は
発
酵
食
品

で
あ
る
味
噌
と
一

緒
に
お
味
噌
汁
に

入
れ
る
な
ど
気
軽

に
旬
の
食
材
を
楽

し
め
ま
す
。
直
売

所
で
旬
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

秋
の
健
康
な
体
づ
く
り
に
は
、

新
米
と
旬
の
野
菜
を農

協
精
米
は

３
品
種
を
展
開

「なぎビーフ®」のいい香りに誘われて
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

田
も
畑
も
　
猛
暑
に
耐
え
て
　
稔
る
秋

万
代
　
芙
美
子 

さ
ん

鉄
柵
の
　
根
際
で
瓜
坊
　
運
動
会

松
原
　
文
子 

さ
ん

新
米
が
　
出
来
て
ま
だ
あ
る
　
前
年
米

柴
田
　
誠 

さ
ん

彼
岸
花
　
行
く
道
照
ら
す
　
墓
ま
い
り

た
め
し 

さ
ん

イ
ン
ボ
イ
ス 

何
度
や
っ
て
も 

差
し
戻
し

ベ
ー
コ
ン 

さ
ん

観
月
に
　
お
団
子
食
べ
て
　
月
明
か
り

か
お
る
ん 

さ
ん

秋
来
ぬ
と
　
草
も
元
気
に
　
伸
び
て
ま
す

み
っ
ち
ゃ
ん

准組合員参加企画

勝英畜産物フェア

勝英地域畜産共進会

笠岡女性部陶山地区
食育活動

すやま

地
元
生
産
者
さ
ん
と
栽
培
し
て
い

る
校
庭
の「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」が
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
！

ス
マ
ー
ト
農
業
を
学
ん

だ
よ
！
ト
ラ
ク
タ
ー
が

自
動
で
進
む
ん
だ
！

「きらり」で買った食材で
作りました！

大地震の揺れを体験！
日頃から備えたいです

学校の改編で、この校
舎で

栽培するのは最後です

家族で育てる子牛を
みんなに見てもらったよ！

町
内
の
小
中
学
校
に

ブ
ド
ウ
を
贈
り
ま
し
た
！

野菜たっぷりで
大人気の焼きそば！！

津山市立河辺小学校児童クラブ

矢掛宿場の
青空市「きらり」
料理教室

津山市立西小学校
津山ぶどう部会

新見市立新見南小学校５年生
稲刈り

久米南町立久米南中学校
久米南ぶどう部会

吉備路もも出荷組合 鏡野町立鶴喜小学校
ブロッコリー植え付け

真庭高校久世校地生物生産科
フルーツパプリカ「ぱぷ丸」栽培

岡山東女性部吉永支部
防災講習会

国分寺保育園

津山女性部
鏡野町産業まつり

中央支店の協同活動びほく女性部川上支部手芸教室

びほく女性部北房支部手芸教室
ＪＡpresents久米チャレンジカップ
ソフトボール交歓会（津山統括本部管内）

赤磐市立山陽小学校

あぐりにこにこスクール
真庭統括本部

３種類のおむすびを作ったよ！

種まきから販
売まで

米づくりの苦
労や喜びを勉

強中！

収穫が楽しみ♪

優勝した弥生スポーツ少年団
生産者の畑で
お気に入りの
ブドウを

もらいました！

中央ぶどう部会の即売会で
かき氷を無料配布しました手芸用粘土でバラを作って

ブローチにしました！

ペットボトルを使って、
鳥とモグラ被害を防ぐ

風車づくりに挑戦しました！

津
山
ぶ
ど
う
部
会
設
立
20

周
年
記
念
で
、ブ
ド
ウ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
！

修
学
旅
行
で
高
知
県
の
小
学
生

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　待
ち
に
待
っ
た「
食
欲
の
秋
」

「
新
米
の
季
節
」の
到
来
で
す
。

実
り
の
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、

健
康
な
体
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
毎
食
、
炭
水
化
物
を
食
べ
る

　体
重
の
増
加
を
防
ぎ
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
は
体
温
の
上
昇
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
米
・
パ

ン
・
麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

敵
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
活
動
す
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

特
に
米
は
日
本
人
が
古
来
よ
り
主
食
と
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、「
お
米
か
ら
は
ゴ
ミ
が
で

な
い
！
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ぬ
か
・
ワ
ラ
・

も
み
な
ど
す
べ
て
利
活
用
さ
れ
る
ほ
ど
優
秀

な
農
産
物
で
も
あ
る
の
で
す
。

②
旬
の
野
菜
を
取
り
入
れ
る

　栽
培
技
術
の
進
歩
に
よ
り
年
間
を
通
し
て

食
材
が
手
に
入
る
世
の
中
で
す
が
、
ど
の
季

節
も
旬
の
野
菜
は
最
も
栄
養
価
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秋
が
旬
の
カ
ボ
チ
ャ
や

レ
ン
コ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

最
初
に
そ
れ
ら
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
血

糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぎ
、
体
重
増
加
に
つ
な

が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　新
米
は
、
お
に
ぎ
り
や
炊
き
込
み
ご
飯
、

野
菜
は
発
酵
食
品

で
あ
る
味
噌
と
一

緒
に
お
味
噌
汁
に

入
れ
る
な
ど
気
軽

に
旬
の
食
材
を
楽

し
め
ま
す
。
直
売

所
で
旬
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

秋
の
健
康
な
体
づ
く
り
に
は
、

新
米
と
旬
の
野
菜
を農

協
精
米
は

３
品
種
を
展
開

「なぎビーフ®」のいい香りに誘われて
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11
月
号

家の光11月号（６２９円）はＪＡ支店窓口にて
購読の申込を受付中！！１２月号（1,０２７円）は毎年
好評の家計簿とお金に関する特別付録あり！

11月号の見どころ
特集１：わが子の未婚に悩むあな
たへ 結婚すれば、幸せ？
特集２：ウーウェンさんの風邪を
遠ざけるシンプル鍋
ほか、料理･手芸･家庭菜園など

西
部
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

目
黒 

理
江

め
ぐ
ろ

り
え

参考になった!「らくヨガ」

運動不足になりがちなの
で、思い出したときに「らくヨ
ガ」を参考に体を動かしてい
ます。

私
の
お
す
す
め
！

「
今
日
も
明
日
も
お
か
げ
さ
ん
で
」

奈
良
の
山
中
に
あ
る
尼
寺
の
ご
住
職
が
、
心

豊
か
に
生
き
る
知
恵
や
四
季
折
々
の
暮
ら
し

を
綴
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ご
住
職
の
お
話
を
読

む
と
、
私
も
病
気
を
経
て
、
健
康
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

　
令
和
５
年
度
９
月
期
理
事
会
を
９
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
６

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
有
価
証
券
減
損
処
理
基
準

の
一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括

本
部
】旧
高
梁
青
果
市
場
跡
地
の
売
却
／
第

４
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】【
真
庭
統
括

本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡

大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ

ド
ウ
）／
第
５
号
議
案
：
令
和
５
年
産
米
概
算

金（
中
晩
生
・
酒
造
好
適
米
）／
第
６
号
議
案
：

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更
／
第
７

号
議
案
：
家
畜
預
託
実
施
規
程
の
一
部
変
更
／

第
８
号
議
案
：マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ

び
テ
ロ
資
金
供
与
等
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
書

の
定
例
改
定
／
第
９
号
議
案
：
出
資
口
数
の

減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
８
月
末
事
業
実
績

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
不
祥
事
再
発

防
止
策
に
か
か
る
８
月
の
取
り
組
み
）／
内
部

監
査
に
か
か
る
品
質
評
価
結
果
／
そ
の
他（
米

の
集
荷
実
績
年
次
推
移
／
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
）

　
農
業
資
材
専
門
店「
晴
れ

ば
れ
」倉
敷
店（
倉
敷
市
連
島

町
西
之
浦
５
１
２
）が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
農
薬
・
肥
料

な
ど
多
数
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　
納
税
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、①
ダ
イ
レ
ク
ト
②
振
替
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
⑤

ス
マ
ホ
ア
プ
リ（
Ｐａｙ
払
い
）と
い
っ
た「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」は
金
融
機
関
や
税
務
署
に
行

く
必
要
が
な
い
た
め
大
変
便
利
で
す
。
自
身

に
合
っ
た
納
付
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
の「
納
税
に

関
す
る
総
合
案
内
」か
ら「
国
税
の

納
付
手
続
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
農
機

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
例
１
　
狭
い
道
を
無
理
に
走
行
し
、
土

手
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
転
落
し
た

対
策
　
幅
の
狭
い
道
は
う
回
す
る
。「
危
な
い

か
な
」は
、
大
切
な
警
告
サ
イ
ン
で
す
。
遠
回

り
で
も
走
行
に
十
分
な
幅
が
あ
る
道
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　
事
例
２
　
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
中
に
異
音
が
し

た
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
状
況
を
確
認
。

上
着
の
紐
が
機
械
の
回
転
に
巻
き
込
ま
れ
た

対
策
　
上
着
の
紐
や
フ
ー
ド
の
ほ
か
、
長
靴
の

紐
・
首
掛
け
の
タ
オ
ル
な
ど
は
機
械
に
巻
き
込

ま
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
注
意
す
る
。
点
検
す

る
場
合
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
回
転
が
止

ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
手
電
力
会
社
よ
り
安
い
料
金
設
定
で
今

ま
で
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
ず
は
今

の
電
気
代
か
ら
ど
れ
く
ら
い
お
ト
ク
に
な
る
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
は
お
近
く
の
購

買
店
舗
ま
で
。

　
中
国
地
区
の「
営
農

指
導
員
優
良
発
表

者
」の
代
表
選
考
会
で

当
J
Ａ
の
末
菅
英
人

職
員（
勝
英
奈
義
畜

産
事
務
所
）が
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
架
空
料
金
請
求
詐
欺
の
被
害
か
ら
高
齢
の

男
性
を
守
っ
た
と
し
て
、
大
佐
支
店
が
新
見

警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
携
帯

電
話
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す

る
男
性
の
困
っ
て
い
る
様
子
に
気
づ
き
、
声
を

掛
け
ま
し
た
。
電
話
を
代
わ
る
と
通
話
が
切
れ
、

入
金
阻
止
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
未
然

防
止
は
今
年
３

度
目
で
す
。

　
直
売
所
の
農
産
物
に
記
載
し
て
い
る「
★
マ
ー

ク
」は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
区
分
を
示
し
て
い
ま

す
。イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
で
き
な
い
商
品
に
は
、

★
が
付
い
て
い
ま
す
。
商
品
ラ
ベ
ル
や
レ
シ
ー

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
一
部
店
舗
を
除
く
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
各
店
舗
ま
で
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

令
和
５
年
産
米
概
算
金
ほ
か

倉
敷
市
に
農
業
資
材
専
門
店

品
揃
え
豊
富
に
オ
ー
プ
ン

納
税
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
便
利

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
機
フ
ェ
ア
２
０
２
３（
高
松
稲
荷
）

12
月
１
日（
金
）、
２
日（
土
）　

墓
石
展
示
場
が
総
社
に
オ
ー
プ
ン

11
月
17
日（
金
）・
18
日（
土
）は
相
談
会

直
売
所
の
農
産
物
に「
★
マ
ー
ク
」

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
区
分
を
示
し
て
い
ま
す

「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」切
り
替
え
簡
単

ま
ず
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

末
菅
職
員（
奈
義
畜
産
事
務
所
）が
優
秀
賞

営
農
指
導
員
の
発
表

特
殊
詐
欺
か
ら
男
性
守
る

大
佐
支
店
と
職
員
に
感
謝
状

和牛子牛セリ市況

成　績

※2013年11月期以来、約10年ぶりに50万円を下回り、
　和牛生産は厳しい状況が続く。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,129,700円
832,700円
1,129,700円

440,170円
538,473円
496,428円

282㎏
302㎏
293㎏

最高価格 平均価格
134
180
314

9月1日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

しばた

まとば みつこ

ゆか

辞令を受け取る新入職員

優秀賞に輝き表彰を受ける
末菅職員（右）

大佐支店の柴田由佳支店長（右）

と的場美津子係長

総社市地頭片山1-4 
（TEL：0866-95-2720）

代表理事専務　山部 慎一 （やまべ しんいち）

地域の誇り「連島ごぼう」  もっと多くの人へ

おじゃましますおじゃまします
役員
が

電
気
料
金

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は

こ
ち
ら
か
ら

防
ご
う
農
作
業
事
故

ト
ラ
ク
タ
ー
こ
こ
に
注
意
！

STOP
農作業事故

詳しくは
こちら！！

す
え
す
が

ひ
で
と

セブンイレブン
農マル園芸
吉備路農園

南ショールーム
おかやま中谷株式会社

JA晴れの国岡山
山手支店

JA晴れの国岡山
ふれあいの里

備中国分寺

至 倉敷インター

至 国道180号

至 真備
429

270

　
日
本
一
の
ア
ー
ケ
ー
ド
距
離
を
誇
る
天
神
橋
筋
商
店
街（
大
阪

市
北
区
）で
、
７
月
下
旬
、
岡
山
県
大
阪
事
務
所
・
大
果
大
阪

青
果（
株
）・
大
阪
中
央
青
果（
株
）の
協
力
で
、
旬
の
白
桃
な
ど

の
青
果
物
を
販
売
し
ま
し
た
。
酷
暑
続
き
で
人
出
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
昼
過
ぎ
に
は
売
り
切
れ
と
な
る
品
目
も
あ
り
盛
況

で
し
た
。
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
中
華

系
訪
日
客
も
見
受
け
ら
れ
、
白
桃
・
ブ
ド
ウ
の
複
数
購
入
な
ど
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
を
実
感
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で
は
な

か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
L
３
級
の
太
い
ア
ス
パ
ラ
、
真
っ
赤
な

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
も
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　倉敷市連島地区の特産「連島ごぼう」は、高梁川の廃川地
であるという地域の特性をいかした砂地で栽培し、この地で
しか作れないとして岡山県で初めてGI（地理的表示）に登録
されました。
　ふわふわした砂地のおかげで白く、甘く、柔らかい特長が
あり、訪問した東部出荷組合の三宅晴夫組合長も「食べても
らえれば必ず伝わるおいしさ」と太鼓判を押す逸品です。三
宅組合長からは、土づくりへのこだわりや販売への思いなど
を聞き、並 な々らぬ熱意を感じました。
　県内全域・全国の知名度はまだまだなのが現状。ＪＡでも、
地域の誇りとして生産に励む生産者を支え、産地と一体で
ＰＲを進めています。販路拡大に向け、さらに力を注いでい
きたいと考えています。

みやけ はるお

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

大阪の商店街で
特産ＰＲ

全
農
岡
山
県
本
部

大
阪
事
務
所

　所
長

豊
田
　
晃
大

こ
う
だ
い

と
よ
だ

三
宅
組
合
長（
右
）か
ら
今
年
の
出
来
や
出

荷
状
況
を
確
認

白桃・ブドウのほか、県産の野菜を
数多く販売（天神橋筋商店街で）

　借換キャンペーン実施中！ＪＡ住宅
ローン

©よりぞう
2023.8/1火～2024.2/29木キャンペーン期間

物価上昇の今こそ、住宅ローンで家計の見直しをしてみよう。

住宅ローン借換

0.49%
店頭金利
年２・４７５％

※融資実行手数料とは別にお借入金に1.1%を乗じた
　事務手数料が必要。

0.575%
店頭金利
年２・４７５％

※融資実行手数料5,500円から33,000円が必要。

備中牛キャラクター
「び～もちゃん」

※写真はイメージです。

※商品進呈時期：令和6年3月下旬

10年固定
【借換キャンペーン金利】

店頭金利 年3.15%（2023年8月1日現在）

0.70%
変動金利〈手数料定率型〉 変動金利型

※借換キャンペーン金利の適用には、ＪＡの各種サービスのご利用などの所定の条件があります。
※成約特典の備中牛プレゼントは、上記キャンペーン期間中に融資実行した方に限ります。また、
備中牛の進呈は令和６年３月下旬となります。
※ローン商品の詳しい内容については、店頭に商品概要説明書をご用意しています。
詳しくは最寄りの支店へお問い合わせください。

20HAREBARE



11
月
号

家の光11月号（６２９円）はＪＡ支店窓口にて
購読の申込を受付中！！１２月号（1,０２７円）は毎年
好評の家計簿とお金に関する特別付録あり！

11月号の見どころ
特集１：わが子の未婚に悩むあな
たへ 結婚すれば、幸せ？
特集２：ウーウェンさんの風邪を
遠ざけるシンプル鍋
ほか、料理･手芸･家庭菜園など

西
部
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

目
黒 

理
江

め
ぐ
ろ

り
え

参考になった!「らくヨガ」

運動不足になりがちなの
で、思い出したときに「らくヨ
ガ」を参考に体を動かしてい
ます。

私
の
お
す
す
め
！

「
今
日
も
明
日
も
お
か
げ
さ
ん
で
」

奈
良
の
山
中
に
あ
る
尼
寺
の
ご
住
職
が
、
心

豊
か
に
生
き
る
知
恵
や
四
季
折
々
の
暮
ら
し

を
綴
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ご
住
職
の
お
話
を
読

む
と
、
私
も
病
気
を
経
て
、
健
康
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

　
令
和
５
年
度
９
月
期
理
事
会
を
９
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
６

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
有
価
証
券
減
損
処
理
基
準

の
一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括

本
部
】旧
高
梁
青
果
市
場
跡
地
の
売
却
／
第

４
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】【
真
庭
統
括

本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡

大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ

ド
ウ
）／
第
５
号
議
案
：
令
和
５
年
産
米
概
算

金（
中
晩
生
・
酒
造
好
適
米
）／
第
６
号
議
案
：

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更
／
第
７

号
議
案
：
家
畜
預
託
実
施
規
程
の
一
部
変
更
／

第
８
号
議
案
：マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ

び
テ
ロ
資
金
供
与
等
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
書

の
定
例
改
定
／
第
９
号
議
案
：
出
資
口
数
の

減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
８
月
末
事
業
実
績

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
不
祥
事
再
発

防
止
策
に
か
か
る
８
月
の
取
り
組
み
）／
内
部

監
査
に
か
か
る
品
質
評
価
結
果
／
そ
の
他（
米

の
集
荷
実
績
年
次
推
移
／
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
）

　
農
業
資
材
専
門
店「
晴
れ

ば
れ
」倉
敷
店（
倉
敷
市
連
島

町
西
之
浦
５
１
２
）が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
農
薬
・
肥
料

な
ど
多
数
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　
納
税
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、①
ダ
イ
レ
ク
ト
②
振
替
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
⑤

ス
マ
ホ
ア
プ
リ（
Ｐａｙ
払
い
）と
い
っ
た「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」は
金
融
機
関
や
税
務
署
に
行

く
必
要
が
な
い
た
め
大
変
便
利
で
す
。
自
身

に
合
っ
た
納
付
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
の「
納
税
に

関
す
る
総
合
案
内
」か
ら「
国
税
の

納
付
手
続
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
農
機

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
例
１
　
狭
い
道
を
無
理
に
走
行
し
、
土

手
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
転
落
し
た

対
策
　
幅
の
狭
い
道
は
う
回
す
る
。「
危
な
い

か
な
」は
、
大
切
な
警
告
サ
イ
ン
で
す
。
遠
回

り
で
も
走
行
に
十
分
な
幅
が
あ
る
道
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　
事
例
２
　
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
中
に
異
音
が
し

た
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
状
況
を
確
認
。

上
着
の
紐
が
機
械
の
回
転
に
巻
き
込
ま
れ
た

対
策
　
上
着
の
紐
や
フ
ー
ド
の
ほ
か
、
長
靴
の

紐
・
首
掛
け
の
タ
オ
ル
な
ど
は
機
械
に
巻
き
込

ま
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
注
意
す
る
。
点
検
す

る
場
合
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
回
転
が
止

ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
手
電
力
会
社
よ
り
安
い
料
金
設
定
で
今

ま
で
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
ず
は
今

の
電
気
代
か
ら
ど
れ
く
ら
い
お
ト
ク
に
な
る
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
は
お
近
く
の
購

買
店
舗
ま
で
。

　
中
国
地
区
の「
営
農

指
導
員
優
良
発
表

者
」の
代
表
選
考
会
で

当
J
Ａ
の
末
菅
英
人

職
員（
勝
英
奈
義
畜

産
事
務
所
）が
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
架
空
料
金
請
求
詐
欺
の
被
害
か
ら
高
齢
の

男
性
を
守
っ
た
と
し
て
、
大
佐
支
店
が
新
見

警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
携
帯

電
話
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す

る
男
性
の
困
っ
て
い
る
様
子
に
気
づ
き
、
声
を

掛
け
ま
し
た
。
電
話
を
代
わ
る
と
通
話
が
切
れ
、

入
金
阻
止
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
未
然

防
止
は
今
年
３

度
目
で
す
。

　
直
売
所
の
農
産
物
に
記
載
し
て
い
る「
★
マ
ー

ク
」は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
区
分
を
示
し
て
い
ま

す
。イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
で
き
な
い
商
品
に
は
、

★
が
付
い
て
い
ま
す
。
商
品
ラ
ベ
ル
や
レ
シ
ー

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
一
部
店
舗
を
除
く
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
各
店
舗
ま
で
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

令
和
５
年
産
米
概
算
金
ほ
か

倉
敷
市
に
農
業
資
材
専
門
店

品
揃
え
豊
富
に
オ
ー
プ
ン

納
税
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
便
利

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
機
フ
ェ
ア
２
０
２
３（
高
松
稲
荷
）

12
月
１
日（
金
）、
２
日（
土
）　

墓
石
展
示
場
が
総
社
に
オ
ー
プ
ン

11
月
17
日（
金
）・
18
日（
土
）は
相
談
会

直
売
所
の
農
産
物
に「
★
マ
ー
ク
」

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
区
分
を
示
し
て
い
ま
す

「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」切
り
替
え
簡
単

ま
ず
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

末
菅
職
員（
奈
義
畜
産
事
務
所
）が
優
秀
賞

営
農
指
導
員
の
発
表

特
殊
詐
欺
か
ら
男
性
守
る

大
佐
支
店
と
職
員
に
感
謝
状

和牛子牛セリ市況

成　績

※2013年11月期以来、約10年ぶりに50万円を下回り、
　和牛生産は厳しい状況が続く。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,129,700円
832,700円
1,129,700円

440,170円
538,473円
496,428円

282㎏
302㎏
293㎏

最高価格 平均価格
134
180
314

9月1日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

しばた

まとば みつこ

ゆか

辞令を受け取る新入職員

優秀賞に輝き表彰を受ける
末菅職員（右）

大佐支店の柴田由佳支店長（右）

と的場美津子係長

総社市地頭片山1-4 
（TEL：0866-95-2720）

代表理事専務　山部 慎一 （やまべ しんいち）

地域の誇り「連島ごぼう」  もっと多くの人へ

おじゃましますおじゃまします
役員
が

電
気
料
金

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は

こ
ち
ら
か
ら

防
ご
う
農
作
業
事
故

ト
ラ
ク
タ
ー
こ
こ
に
注
意
！

STOP
農作業事故

詳しくは
こちら！！

す
え
す
が

ひ
で
と

セブンイレブン
農マル園芸
吉備路農園

南ショールーム
おかやま中谷株式会社

JA晴れの国岡山
山手支店

JA晴れの国岡山
ふれあいの里

備中国分寺

至 倉敷インター

至 国道180号

至 真備
429

270

　
日
本
一
の
ア
ー
ケ
ー
ド
距
離
を
誇
る
天
神
橋
筋
商
店
街（
大
阪

市
北
区
）で
、
７
月
下
旬
、
岡
山
県
大
阪
事
務
所
・
大
果
大
阪

青
果（
株
）・
大
阪
中
央
青
果（
株
）の
協
力
で
、
旬
の
白
桃
な
ど

の
青
果
物
を
販
売
し
ま
し
た
。
酷
暑
続
き
で
人
出
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
昼
過
ぎ
に
は
売
り
切
れ
と
な
る
品
目
も
あ
り
盛
況

で
し
た
。
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
中
華

系
訪
日
客
も
見
受
け
ら
れ
、
白
桃
・
ブ
ド
ウ
の
複
数
購
入
な
ど
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
を
実
感
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で
は
な

か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
L
３
級
の
太
い
ア
ス
パ
ラ
、
真
っ
赤
な

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
も
よ
く
売
れ
ま
し
た
。
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　倉敷市連島地区の特産「連島ごぼう」は、高梁川の廃川地
であるという地域の特性をいかした砂地で栽培し、この地で
しか作れないとして岡山県で初めてGI（地理的表示）に登録
されました。
　ふわふわした砂地のおかげで白く、甘く、柔らかい特長が
あり、訪問した東部出荷組合の三宅晴夫組合長も「食べても
らえれば必ず伝わるおいしさ」と太鼓判を押す逸品です。三
宅組合長からは、土づくりへのこだわりや販売への思いなど
を聞き、並 な々らぬ熱意を感じました。
　県内全域・全国の知名度はまだまだなのが現状。ＪＡでも、
地域の誇りとして生産に励む生産者を支え、産地と一体で
ＰＲを進めています。販路拡大に向け、さらに力を注いでい
きたいと考えています。

みやけ はるお

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

大阪の商店街で
特産ＰＲ

全
農
岡
山
県
本
部

大
阪
事
務
所

　所
長

豊
田
　
晃
大

こ
う
だ
い

と
よ
だ

三
宅
組
合
長（
右
）か
ら
今
年
の
出
来
や
出

荷
状
況
を
確
認

白桃・ブドウのほか、県産の野菜を
数多く販売（天神橋筋商店街で）

　借換キャンペーン実施中！ＪＡ住宅
ローン

©よりぞう
2023.8/1火～2024.2/29木キャンペーン期間

物価上昇の今こそ、住宅ローンで家計の見直しをしてみよう。

住宅ローン借換

0.49%
店頭金利
年２・４７５％

※融資実行手数料とは別にお借入金に1.1%を乗じた
　事務手数料が必要。

0.575%
店頭金利
年２・４７５％

※融資実行手数料5,500円から33,000円が必要。

備中牛キャラクター
「び～もちゃん」

※写真はイメージです。

※商品進呈時期：令和6年3月下旬

10年固定
【借換キャンペーン金利】

店頭金利 年3.15%（2023年8月1日現在）

0.70%
変動金利〈手数料定率型〉 変動金利型

※借換キャンペーン金利の適用には、ＪＡの各種サービスのご利用などの所定の条件があります。
※成約特典の備中牛プレゼントは、上記キャンペーン期間中に融資実行した方に限ります。また、
備中牛の進呈は令和６年３月下旬となります。
※ローン商品の詳しい内容については、店頭に商品概要説明書をご用意しています。
詳しくは最寄りの支店へお問い合わせください。
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▼
い
つ
も
季
節
ご
と
の
地
域
の
話
題
や

役
立
つ
情
報
を
知
る
事
が
で
き
、
楽
し

み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

岡
山
の
お
い
し
い
お
米
を
モ
リ
モ
リ
食

べ
て
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
で
す
！

美
作
市
・
カ
フ
ェ
オ
レ
さ
ん（
20
代
）

▼
10
月
号
の
表
紙
の
米
に
感
動
し
ま
し

た
。
わ
が
家
は
野
菜
だ
け
で
米
は
作
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
堆
肥
を
活
用
し
た
り

稲
と
会
話
し
た
り
す
る
農
業
は
す
ば
ら

し
い
で
す
。
米
を
し
っ
か
り
食
べ
て
健
康

で
長
生
き
し
た
い
で
す
。

真
庭
市
・
小
出 

幸
代
さ
ん（
60
代
）

▼「
農
業
に
エ
ー
ル
地
域
を
元
気
に
！
」

を
読
む
と
い
つ
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

女
性
部
の
活
躍
や
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
土
に
触
れ
収
穫
し
調
理
す
る
姿
に
岡

山
の
す
ば
ら
し
い
未
来
を
感
じ
て
ウ
キ

ウ
キ
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

吉
備
中
央
町
・
た
か
た
か
さ
ん（
40
代
）

▼「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」の
新
見
市
大
野
部
地

区
の
大
自
然
に
感
動
し
ま
し
た
。
壮
大

な
山
々
と
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
た
黄
金

色
の
田
ん
ぼ
。
地
域
の
人
々
の
努
力
の

風
景
に
み
え
ま
す
。

井
原
市
・
藤
岡 

栄
子
さ
ん（
80
代
）

▼
父
が
定
年
退
職
後
、
家
庭
菜
園
に
勤

し
ん
で
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
づ
く
り
は
年
々

上
達
。
今
年
は
私
の
４
歳
の
息
子
も
収

穫
を
手
伝
い
ま
し
た
。
自
分
で
摘
ん
だ

イ
チ
ゴ
は
格
別
の
よ
う
で
、
毎
回
20
〜

30
個
を
一
人
で
た
い
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
と
ら
ね
ね
マ
マ
さ
ん（
30
代
）

▼
広
報
誌
で
は
県
内
の
旬
の
食
材
と
生

産
者
さ
ん
・
販
売
店
の
み
な
さ
ん
の
顔
が

一
緒
に
見
ら
れ
、
国
消
国
産
に
取
り
組

ん
で
い
る
な
〜
と
応
援
し
た
く
な
り
ま

す
。
私
も
食
卓
を
晴
れ
ば
れ
し
た
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
彩
り
で
並
べ
た
い
と
心
が
け
、

ご
は
ん
を
作
っ
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
も
も
っ
さ
ん（
50
代
）

▼
広
報
誌
を
読
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
私
も
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
し
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

新
見
市
・
テ
ィ
ア
ラ
さ
ん（
20
代
）

▼
今
年
、
知
り
合
い
の
モ
モ
農
家
さ
ん

が
高
齢
の
た
め
引
退
さ
れ
ま
し
た
。「
新

し
い
チ
カ
ラ
」の
岡
本
さ
ん
の
よ
う
に
農

家
を
継
い
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が

あ
り
が
た
い
で
す
。
お
い
し
い
モ
モ
を
育

て
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

和
気
町
・
安
広 

君
代
さ
ん（
50
代
）

▼
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
す
。
朝
晩
が
ず
い
ぶ
ん

涼
し
く
な
り
、
秋
の
気
配
を
肌
で
感
じ

て
い
ま
す
。

津
山
市
・
有
木 

強
之
さ
ん（
70
代
）

▼
今
年
も
お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
出
来
は
よ
く
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
わ
が
家
の
田
ん
ぼ
で
と
れ

た
お
米
と
思
う
だ
け
で
や
っ
ぱ
り
お
い

し
い
で
す
。奈

義
町
・
ち
ぃ
ち
ゃ
ん（
50
代
）

▼
大
好
き
な
カ
ボ
チ
ャ
の
レ
シ
ピ
が
載
っ

て
い
て
嬉
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も

大
好
き
な
の
で
祖
父
の
育
て
た
カ
ボ

チ
ャ
で「
チ
ー
ズ
焼
き
」を
作
っ
て
み
ま
す
。

浅
口
市
・
應
本 

愛
美
さ
ん（
30
代
）

▼「
大
根
収
穫
」「
田
植
え
」「
落
穂
拾
い
」

な
ど
…
井
原
市
の
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
来
栄
え
に
感
心
し
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

美
咲
町
・
頼
本 

惠
美
子
さ
ん（
80
代
）

ひ
孫
た
ち
が
敬
老
の
日
に
栗
を
拾
い
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
丸
々
太
っ
た
栗
は
秋

の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
今
度
は

栗
ご
飯
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
る
か
な
？

倉
敷
市
　
岡
本
　
満
夫
さ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

甘柿の王様と呼ばれることもあります
屋内のこと。―派
ボンレス―、―サンド
漢字では石榴、柘榴などと書く果物
たき火に手をかざして取ります
飲んで食べて話して楽しみます
山野で生まれ育ったヤマノイモ
奇術師が披露するもの
ベンチよりふかふかしています
富士山の山頂を白くします
漬物やワインを詰めます

1
2
3
4
6
9
11
13
15
17
19

日光の紅葉の名所。48個のカーブ
があります
―大敵、運転中は気を引き締めて
白―に身を包んだ花嫁さん
ジョギングや水泳、筋トレなどはこの一種
ハウスを使わず作物を育てる―栽培
考えるときにひねるもの
応用に移る前にしっかりと
1ヵ月の後ろ3分の1
ペンのはキャップと呼ぶこともあります
東京都中央区の地名。豊洲へ移転し
た東京都中央卸売市場があった場所
2人でおそろいの服を着ます

2

5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年11月10日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

お
お
の
べ

　
み
な
さ
ん
は「
秋
の
夜
長
」ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
す

か
。
や
は
り
私
は
食
欲
の
秋
！
旬
の
農
産
物
を
使
っ
て

夜
な
夜
な
お
な
か
を
満
足
さ
せ
て
い
ま
す
。Ｐ
10
・
11
で
も

旬
の
食
材
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
内
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
栽
培
す
る
生
産
者
や
レ
シ
ピ
を

考
案
し
た
学
生
の
思
い
が
動
画
か

ら
伝
わ
り
、
よ
り
一
層
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、Ｊ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
晴
れ
ば
れ
レ

シ
ピ
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
！
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！
（
荒
木
）

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「カラスウリ」
応募総数
644件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

ヒマワリ
道行く人に楽しんでもらおうと植えたヒマ
ワリが９月下旬、彼岸花と共に咲きました。

真庭市　三村さん
我が家の庭に植えているオレンジコス
モスが今年もきれいに咲きました!

備前市　しんちゃんばあばさん

晴ればれレシピは
こちら

高梁市　槙本 恵美子さん岡山市　山谷 睦子さん津山市　木村 和恵さん

新
見
市
　
串
馬 

敬
子
さ
ん

LINE友だち限定！ご登録はこちらから
必要情報を入力いただくとエントリー完了です。
当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢作州黒®と作州栗®の
ようかん｣プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地域
の良さ再発見!!

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

22HAREBARE



▼
い
つ
も
季
節
ご
と
の
地
域
の
話
題
や

役
立
つ
情
報
を
知
る
事
が
で
き
、
楽
し

み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
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か
ら
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の
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す
ね
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山
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し
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お
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を
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の
味
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み
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い
で
す
！

美
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▼
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の
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の
米
に
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し
ま
し
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わ
が
家
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野
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け
で
米
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作
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ま
せ
ん
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堆
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を
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稲
と
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話
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す
る
農
業
は
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ら

し
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で
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健
康

で
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し
た
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で
す
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▼「
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業
に
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地
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を
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を
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す
。
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ぽ
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新
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市
大
野
部
地
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の
大
自
然
に
感
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ま
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。
壮
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と
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黄
金

色
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地
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の

風
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に
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え
ま
す
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▼
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が
定
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退
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後
、
家
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園
に
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で
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ま
す
。
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く
り
は
年
々

上
達
。
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年
は
私
の
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の
息
子
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伝
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ま
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た
。
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分
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で
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▼
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ま
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す
が
、
わ
が
家
の
田
ん
ぼ
で
と
れ

た
お
米
と
思
う
だ
け
で
や
っ
ぱ
り
お
い

し
い
で
す
。奈

義
町
・
ち
ぃ
ち
ゃ
ん（
50
代
）

▼
大
好
き
な
カ
ボ
チ
ャ
の
レ
シ
ピ
が
載
っ

て
い
て
嬉
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も

大
好
き
な
の
で
祖
父
の
育
て
た
カ
ボ

チ
ャ
で「
チ
ー
ズ
焼
き
」を
作
っ
て
み
ま
す
。

浅
口
市
・
應
本 

愛
美
さ
ん（
30
代
）

▼「
大
根
収
穫
」「
田
植
え
」「
落
穂
拾
い
」

な
ど
…
井
原
市
の
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
来
栄
え
に
感
心
し
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

美
咲
町
・
頼
本 

惠
美
子
さ
ん（
80
代
）

ひ
孫
た
ち
が
敬
老
の
日
に
栗
を
拾
い
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
丸
々
太
っ
た
栗
は
秋

の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
今
度
は

栗
ご
飯
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
る
か
な
？

倉
敷
市
　
岡
本
　
満
夫
さ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

甘柿の王様と呼ばれることもあります
屋内のこと。―派
ボンレス―、―サンド
漢字では石榴、柘榴などと書く果物
たき火に手をかざして取ります
飲んで食べて話して楽しみます
山野で生まれ育ったヤマノイモ
奇術師が披露するもの
ベンチよりふかふかしています
富士山の山頂を白くします
漬物やワインを詰めます

1
2
3
4
6
9
11
13
15
17
19

日光の紅葉の名所。48個のカーブ
があります
―大敵、運転中は気を引き締めて
白―に身を包んだ花嫁さん
ジョギングや水泳、筋トレなどはこの一種
ハウスを使わず作物を育てる―栽培
考えるときにひねるもの
応用に移る前にしっかりと
1ヵ月の後ろ3分の1
ペンのはキャップと呼ぶこともあります
東京都中央区の地名。豊洲へ移転し
た東京都中央卸売市場があった場所
2人でおそろいの服を着ます

2

5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年11月10日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

お
お
の
べ

　
み
な
さ
ん
は「
秋
の
夜
長
」ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
す

か
。
や
は
り
私
は
食
欲
の
秋
！
旬
の
農
産
物
を
使
っ
て

夜
な
夜
な
お
な
か
を
満
足
さ
せ
て
い
ま
す
。Ｐ
10
・
11
で
も

旬
の
食
材
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
内
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
栽
培
す
る
生
産
者
や
レ
シ
ピ
を

考
案
し
た
学
生
の
思
い
が
動
画
か

ら
伝
わ
り
、
よ
り
一
層
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、Ｊ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
晴
れ
ば
れ
レ

シ
ピ
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
！
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！
（
荒
木
）

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「カラスウリ」
応募総数
644件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

ヒマワリ
道行く人に楽しんでもらおうと植えたヒマ
ワリが９月下旬、彼岸花と共に咲きました。

真庭市　三村さん
我が家の庭に植えているオレンジコス
モスが今年もきれいに咲きました!

備前市　しんちゃんばあばさん

晴ればれレシピは
こちら

高梁市　槙本 恵美子さん岡山市　山谷 睦子さん津山市　木村 和恵さん

新
見
市
　
串
馬 
敬
子
さ
ん

LINE友だち限定！ご登録はこちらから
必要情報を入力いただくとエントリー完了です。
当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢作州黒®と作州栗®の
ようかん｣プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地域
の良さ再発見!!

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています
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ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
食の未来のために
「国消国産」をみんなで考える

晴
れ
び
と
！

甘
く
て
小
粒
な
作
州
栗

　大
き
な
特
産
品
に
育
て
た
い

2023

vo l .43
11

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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